




このたびは、SANWA　2.4GHz  RX-471 デュアルＩＤバージョンをお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
この取扱説明書は、本製品を安全にご使用いただくために、取扱いに関する手順、注意事項について説明しています。
本製品の性能を充分発揮させるために、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、正しくお取扱いいただくようお願い申し上げます。
なお本書はお読みになった後も、いつでも読めるように大切に保管してください。

補足説明書
670A02323A

●RX-471デュアルＩＤバージョン（２.４ＧＨｚ帯スペクトラム拡散方式レシーバー）について、本製品はM12、MT-4、M11X、EXZES X、
　MX-3X、GEMINI XなどFH4/FH3専用です。その他のAM/FM/2.4GHzプロポには使用できません。
●SHR、SSRモードではアナログサーボは動作しませんのでご注意ください。
　誤ってSHR、SSRモードでアナログサーボを使用すると正常に動作せずサーボが壊れますので、絶対ににSHR、SSRモードでアナログ
　サーボを使用しないでください。(アナログササーボ：Ｈyper ERGシリーズ、RS-995、SX-165Ｔ、SPECシリーズ)
●SHR、SSRモードではBL-RACER/FORCE/Sport、F3300、F3000、F2200、F2000、BL-FORCE、SBL-01/02/03CRなどの
　スピードコントローラーは動作しません。必ずNORモードでご使用ください。
●2.4GHz帯はラジオコントロール専用の周波数帯ではありません。この周波数帯は ISM（産業、科学、医療）バンドと共用されているので、
　都市部では電子レンジ、無線LAN、デジタルコードレス電話、オーディオ機器、ゲーム機や携帯電話のBluetooth、VICSなどの近距離通信の
　影響を受ける可能性があります。またアマチュア無線、移動識別用構内無線にも使用されているため、これらの影響に注意をして使用してください。
　なお、既存の無線局に有害な電波干渉を与えた場合は、速やかに電波の発射を停止し干渉回避対策をおこなってください。
●RCサーキット等では2.4GHzシステムに影響を与える可能性のある機器の使用を最小限にし、必ず事前に安全性の確認をおこなってください。
●建物や鉄塔などの後ろを走行(航)させたときのように電波の到達方向を遮へいすると、操縦レスポンスの低下や操縦不能になる可能性があります。
　常に目視で確認出来る範囲で走行(航)してください。
●日本国内では、技術適合証明試験を受け、認証番号を記載した技術適合証明ラベルが貼られている送信機やモジュールが使用できます。
　技術適合証明ラベルを剥がしたり汚したりしないでください。
●海外からの輸入品等の場合で、技術適合証明ラベルが貼られていない送信機やモジュールを日本国内で使用すること
　はできません。電波法違反になる場合があります。
●(財)日本ラジコン電波安全協会では　ラジオコントロールに使用する電波を安全に使用していくための啓発を
　おこなっています。同協会の名称の入った技術適合証明ラベルが貼られてい送信機やモジュールの使用を推奨します。

●従来の2.4GHz受信機では送信機ＩＤ(識別番号)を１つしか記憶させることができませんでしたが、RX-471 デュアルＩＤ
　バージョンでは２つのＩＤを記憶させることが可能となり、耐久レースなどでホイラータイプとスティックタイプを使用する
　ドライバーの組合せが可能となりました。
　FH4/FH3に対応した２台の送信機固有のIDを受信機に記憶させること(BIND/バインド)で、バインドした２台の送信機との
　動作が可能になります。(注：2台の送信機と同時に動作できません。)
　対応する送信機はM12、MT-4、M11X、EXZES X、MX-3X、GEMINI Xとなります。
●スロットルのニュートラル位置や動作量は送信機の機種や固体によって異なります。バインドした送信機の組合せによって、
　送信機の設定値が同じにならない場合があります。車体のリンケージに合わせてそれぞれの送信機で調整をおこなってください。
●フェールセーフの設定は必ずそれぞれの送信機でおこなってください。
●M11X、EXZES Xで使用する場合にはSHR/NORモード、MX-3X、GEMINI Xで使用する場合にはNORモードのみとなります。
※1台の送信機でレスポンスモードを切り替えてバインドしてもレスポンスモードは切り替わりません。最後にバインドしたレスポンス
　モードの設定での動作になります。　

注 意  安全に使用していただくための注意事項!

※技術適合証明ラベル

※BIND（バインド）とは：2.4GHz送信機はそれぞれ固有のID（固体識別）番号をもっていて、そのID番号を受信機に記憶させること
  （BIND/バインド）です。BIND設定した送信機と受信機のセットでしか動作しないようになります。

①M12やMT-4のBIND機能の[ MODULATION ]、[ RF MODE ]、M11XやEXZES X、MX-3X、GEMINI Xの場合は[ MOD ]の設定が

　《 FH3/FH3F 》か《 FH4T/FH4FT 》に設定されているのを確認します。

②送信機の電源SWをONにして、[ BIND ]可能な状態にします。

③RX-471デュアルＩＤバージョンのBINDボタンを押しながら、受信機側の電源SWをONにします。

④受信機のLEDがゆっくりとした点滅になるのを確認したら、受信機のBINDボタンを離します。

※受信機のLEDがゆっくりとした点滅になる前にBINDボタンを離した場合に、BINDモードに入らない場合があります。

　再度③の作業からやりなおしてください。

⑤RX-471のLEDがゆっくりとした点滅をしているときに送信機のBINDメニュー内の[ ENTER ]を操作してください。

⑥RX-471のLEDが早い点滅になり、その後LEDが点灯したらBIND設定は完了です。サーボ等を動作させて確認してください。

⑦2台目にバインドする送信機も①の作業からおこなってください。

※バインド設定の途中で受信機LEDが消灯してしまったり、バインド設定が完了しない場合は③の作業からやり直してください。

※2台目以降の送信機とバインドする場合には、先にバインドしたＩＤ番号データに上書きされます。

※1台の送信機で動作させる場合には、使用する送信機で2回連続してバインド設定をおこなってください。

BIND(バインド)の設定方法

RX-471 デュアルＩＤバージョンについて

Dual ID VERSION

■出荷時にはBIND設定されていませんので、ご使用になる前に必ずBIND設定をおこなってください。

注意！


